
省

令

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
令
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
場
合
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

（
令
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
場
合
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

第
六
条
の
二

（
略
）

第
六
条
の
二

（
略
）

２

令
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
額
は
、
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
社
会
福
祉

士
試
験
の
科
目
を
免
除
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は

一
万
三
千
二
十
円
と
し
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
一
万
三
千
九
百
八
十
円
と
す
る
。

２

令
第
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
額
は
、
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
社
会
福
祉

士
試
験
の
科
目
を
免
除
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は

六
千
三
百
六
十
円
と
し
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
六
千
八
百
三
十
円
と
す
る
。

（
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
令
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
及

び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

（
令
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
及

び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
）

第
七
条
の
二

（
略
）

第
七
条
の
二

（
略
）

２

令
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、

第
六
条
の
規
定
に
よ
り
精
神
保
健
福
祉
士
試
験
の

科
目
を
免
除
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
一
万
四
千

八
十
円
と
し
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
一
万
四
千
百
六
十
円
と
す
る
。

２

令
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、

第
六
条
の
規
定
に
よ
り
精
神
保
健
福
祉
士
試
験
の

科
目
を
免
除
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
一
万
三
千

百
二
十
円
と
し
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
一
万
三
千
百
九
十
円
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則

別
表

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表

改

正

後

改

正

前

様
式
第
５
（
第
７
条
関
係
）

様
式
第
５
（
第
７
条
関
係
）

報
告
年
月
日

報
告
年
月
日

報
告
番
号

（
注
１
）

報
告
番
号

（
注
１
）

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
命
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
確
定
拠
出
年
金
運
営
管
理
機
関
に
関
す
る
命
令
様
式
第
七
号
は
、
こ
の
命
令
の

施
行
の
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
報
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
係
る

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
五
号

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十

九
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政

令
第
四
百
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
九
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
一

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
総
理
府
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
、
別
表
に
よ
り
改
正
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に

掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


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